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本研究は、エクサスケール時代のスパコンのあり方を考慮
した上で、計算科学にデータ科学、機械学習の知見を導入し
た革新的シミュレーション手法の開発を狙ったものである。
従来手法と同等の正確さを保ちつつ、総計算量・総消費電力
量を１０分の１以下に削減することを目標としている。  
変動精度演算・精度保証・自動チューニングによる新計算

原理、機械学習ベースの階層型データ駆動アプローチによ
り、計算量・消費電力を大幅に削減しようとする試みは学術
的意義が高い。また、研究成果がソフトウェア基盤として実
装された後の利用については大いに期待ができる。社会的イ
ンパクトが高く、バランスのとれた包括的な研究計画であ
る。 


